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  私
は 

神
に 

信
頼
す
る

( 

ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙

２
章
13
節) 

画  藤本四郎

2020年
秋



司

祭

団

紹

介

今
年
度
、
吉
祥
寺
教
会
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
６
名

の
司
祭
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

①
生
年
月
日

②
出
身
地

③
叙
階
の
日
・
場
所

④
霊
名

⑤
趣
味
・
好
き
な
こ
と

⑥
吉
祥
寺
教

会
の
皆
さ
ん
へ
一
言

ビ
ジ
ュ
・
キ
シ
ャ
ケ
ー
ル

(
 

主
任
司
祭 

) 
①
72
年
１
月
10
日

②
イ
ン
ド
・
ケ
ー
ラ
ラ
州

③
02
年
３
月
16
日
・
名
古
屋

④
聖
ト
マ
使
徒

⑤
名
古
屋
で
の
神
学
生
時
代
、
相
撲
を
や
っ
て

い
ま
し
た
が
、
後
か
ら
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
転
向

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
す
る
ま
で
は

２
キ
ロ
泳
ぐ
の
が
日
課
で
し
た
。
一
番
好
き
な
こ

と
は
人
と
接
す
る
こ
と
。
教
会
の
た
め
に
な
る
こ

と
を
考
え
る
の
も
好
き
で
す
。
４
月
に
着
任
し
て

か
ら
は
教
会
周
辺
の
環
境
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

⑥
教
会
の
通
常
の
ミ
サ
が
始
ま
っ
て
い
な
い
た
め

８
月
の
今
も
、
信
徒
全
員
と
会
う
こ
と
が

ま
だ
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
と
て
も
残
念
に

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
平
日
も
多
く
の
方
々
が

教
会
に
来
て
お
祈
り
し
て
い
る
姿
は
と
て
も
感

動
的
で
す
。
時
間
が
あ
る
時
で
い
い
の
で
、
教
会

に
お
祈
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
遠
慮
な

く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
信
徒
の
皆
さ
ま
一

人
ひ
と
り
の
こ
と
を
大
切
に
し
、
一
人
で
も
多

く
の
方
と
接
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
い
方
々
に
も
、
教
会
に
来
て
、
司
祭
た

ち
と
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ボ
ス
コ
・
マ
ニ
マ
ラ

 
 
 
 
 
 
 
 

｟

助
任
司
祭

｠

｟

マ
リ
ア
会
上
下
連
雀
、
本
町
、
御
殿
山
、

ゆ
り
地
区
担
当

｠

①
53
年
11
月
10
日

②
イ
ン
ド
・
ケ
ー
ラ
ラ
州

③
82
年
５
月
１
日
・
イ
ン
ド

④
ボ
ス
コ

⑤
自
分
の
仕
事
に
つ
い
て
必
要
な
こ
と
を
勉
強

す
る
こ
と

左
か
ら

フ
ッ
ク
、
ア
ン
デ
ィ
、
ビ
ジ
ュ
、
ボ
ス
コ
、

ソ
リ
ス
、
後
藤
各
司
祭
｟

聖
母
被
昇
天
の
ミ
サ
後
｠

⑥
来
日
し
て
か
ら
十
六
年
間
、
南
山
大
学
経
済

学
部
で
英
語
を
教
え
て
い
ま
し
た
。 

 

で
す
か
ら
、
日
本
の
教
会
で
の
司
牧
の
経
験
が

あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
一
緒
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

ト
ゥ
・
ダ
ン
・
フ
ッ
ク 

 
 
 
 
 
 
 

｟ 

助
任
司
祭 

｠ 

｟ 

日
曜
学
校
、
青
年
会
、
マ
リ
ア
会
井
の
頭
、

国
分
寺
、
松
庵
地
区
担
当 

｠ 

①
77
年
２
月
２
日 

②
ベ
ト
ナ
ム
・
ド
ン
ナ
イ
県

｟ 

ホ
ー
チ
ミ
ン
か
ら
60
㎞
離
れ
た
と
こ
ろ
｠ 

③
13
年
３
月
16
日
・
名
古
屋 

南
山
教
会  

④
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル 

⑤
ド
ラ
マ
を
見
る

こ
と
、
野
菜
を
育
て
る
こ
と 

 

⑥
私
た
ち
人
間
に
は
様
々
な
弱
さ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
は
論
理
的
で
は
な
く
、
私
た
ち
自
身
が

そ
の
弱
さ
を
実
感
し
て
い
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
信
仰
に
お
い
て
は
、
使
徒
パ
ウ
ロ
が

言
っ
て
い
る
よ
う
に
「
わ
た
し
は
、
弱
い
と
き
に
こ

そ
強
い
」
｟
Ⅱ
コ
リ
10
章
12
節
｠
で
す
。
神
こ
そ

が
私
た
ち
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
よ
う
に
信
仰

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

ア
ン
デ
ィ
・
フ
ァ
ニ ｟ 

助
任
司
祭 

｠ 

｟ 

日
曜
学
校
、 

青
年
会
、
マ
リ
ア
会
久
我
山
、

さ
く
ら
、
善
福
寺
地
区
担
当
｠ 

①

89

年
１
月

22

日 

②
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・ 

西
テ
ィ
モ
ー
ル 

③
17
年
10
月
２
日
・
テ
ィ
モ
ー

ル
｟ 

ア
タ
ン
ブ
ア 

｠
④
ア
ド
リ
ア
ヌ
ス 

⑤
サ
ッ
カ
ー
観
戦
・
音
楽
を
聴
く
こ
と 

 

⑥
大
変
残
念
な
こ
と
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め

に
大
勢
で
集
ま
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
信

徒
の
皆
さ
ん
、
吉
祥
寺
教
会
を
カ
ラ
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も
来
て
お
祈
り
し
て
下
さ
い
。

恐
れ
な
い
で
下
さ
い
。
私
た
ち
の
神
様
が
い
て
く

れ
る
か
ら
で
す
。 

  

後

藤

文

雄 

｟ 

共
住
司
祭 

｠ 

①

31

年
９
月

13

日 

②
新
潟
県
・
長
岡
市 

③
60
年
10
月
30
日
・
名
古
屋 

④ 

ヨ
ハ
ネ
・
ボ

ス
コ 

⑤
テ
ニ
ス
・
音
楽
鑑
賞
・
絵
画
鑑
賞 

⑥
コ
ロ
ナ
が
与
え
て
く
れ
た
反
省
の
チ
ャ
ン
ス
を

大
切
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

ロ
ベ
ル
ト
・
ソ
リ
ス ｟ 

共
住
司
祭 

｠ 

①

83

年

９
月

18

日 

②

フ
ィ
リ
ピ
ン
・ 

ボ
ホ
ー
ル
島 

③
15
年
12
月
５
日
・
フ
ィ
リ
ピ
ン 

④
ロ
ベ
ル
ト 

⑤
読
書
｟ 

マ
ン
ガ
も
い
ろ
い
ろ
読

み
ま
す
｠ 

⑥ 

吉
祥
寺
教
会
に
お
世
話
に
な
っ
て
一
年
半
が

経
ち
ま
し
た
。
大
学
院
に
通
う
生
活
な
の
で
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
皆
さ
ん
と
関
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
が
、

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

今
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
に
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
心
を
合
わ
せ
て
皆
で
お
祈
り

い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

  

※ 

各
司
祭
の
担
当
は 

 
 
 

９
月
現
在 

22シャローム　№496　（2020年秋）



⑥
来
日
し
て
か
ら
十
六
年
間
、
南
山
大
学
経
済

学
部
で
英
語
を
教
え
て
い
ま
し
た
。 

 
で
す
か
ら
、
日
本
の
教
会
で
の
司
牧
の
経
験
が

あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
一
緒
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

ト
ゥ
・
ダ
ン
・
フ
ッ
ク 

 
 
 
 
 
 
 

｟ 
助
任
司
祭 

｠ 

｟ 

日
曜
学
校
、
青
年
会
、
マ
リ
ア
会
井
の
頭
、

国
分
寺
、
松
庵
地
区
担
当 

｠ 

①
77
年
２
月
２
日 

②
ベ
ト
ナ
ム
・
ド
ン
ナ
イ
県

｟ 

ホ
ー
チ
ミ
ン
か
ら
60
㎞
離
れ
た
と
こ
ろ
｠ 

③
13
年
３
月
16
日
・
名
古
屋 

南
山
教
会  

④
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル 

⑤
ド
ラ
マ
を
見
る

こ
と
、
野
菜
を
育
て
る
こ
と 

 

⑥
私
た
ち
人
間
に
は
様
々
な
弱
さ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
は
論
理
的
で
は
な
く
、
私
た
ち
自
身
が

そ
の
弱
さ
を
実
感
し
て
い
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
信
仰
に
お
い
て
は
、
使
徒
パ
ウ
ロ
が

言
っ
て
い
る
よ
う
に
「
わ
た
し
は
、
弱
い
と
き
に
こ

そ
強
い
」
｟
Ⅱ
コ
リ
10
章
12
節
｠
で
す
。
神
こ
そ

が
私
た
ち
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
よ
う
に
信
仰

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

ア
ン
デ
ィ
・
フ
ァ
ニ ｟ 

助
任
司
祭 

｠ 

｟ 

日
曜
学
校
、 

青
年
会
、
マ
リ
ア
会
久
我
山
、

さ
く
ら
、
善
福
寺
地
区
担
当
｠ 

①

89

年
１
月

22

日 

②
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・ 

西
テ
ィ
モ
ー
ル 

③
17
年
10
月
２
日
・
テ
ィ
モ
ー

ル
｟ 

ア
タ
ン
ブ
ア 

｠
④
ア
ド
リ
ア
ヌ
ス 

⑤
サ
ッ
カ
ー
観
戦
・
音
楽
を
聴
く
こ
と 

 

⑥
大
変
残
念
な
こ
と
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め

に
大
勢
で
集
ま
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
信

徒
の
皆
さ
ん
、
吉
祥
寺
教
会
を
カ
ラ
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も
来
て
お
祈
り
し
て
下
さ
い
。

恐
れ
な
い
で
下
さ
い
。
私
た
ち
の
神
様
が
い
て
く

れ
る
か
ら
で
す
。 

  

後

藤

文

雄 

｟ 

共
住
司
祭 

｠ 

①

31

年
９
月

13

日 
②
新
潟
県
・
長
岡
市 

③
60
年
10
月
30
日
・
名
古
屋 
④ 

ヨ
ハ
ネ
・
ボ

ス
コ 

⑤
テ
ニ
ス
・
音
楽
鑑
賞
・
絵
画
鑑
賞 

⑥
コ
ロ
ナ
が
与
え
て
く
れ
た
反
省
の
チ
ャ
ン
ス
を

大
切
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

ロ
ベ
ル
ト
・
ソ
リ
ス ｟ 

共
住
司
祭 

｠ 

①

83

年

９
月

18

日 

②

フ
ィ
リ
ピ
ン
・ 

ボ
ホ
ー
ル
島 

③
15
年
12
月
５
日
・
フ
ィ
リ
ピ
ン 

④
ロ
ベ
ル
ト 

⑤
読
書
｟ 

マ
ン
ガ
も
い
ろ
い
ろ
読

み
ま
す
｠ 

⑥ 

吉
祥
寺
教
会
に
お
世
話
に
な
っ
て
一
年
半
が

経
ち
ま
し
た
。
大
学
院
に
通
う
生
活
な
の
で
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
皆
さ
ん
と
関
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
が
、

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

今
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
に
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
心
を
合
わ
せ
て
皆
で
お
祈
り

い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

  

※ 

各
司
祭
の
担
当
は 

 
 
 

９
月
現
在 
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年
間
テ
ー
マ

「
み
ん
な
で
助
け
合
お
う
」

教
会
委
員
長

北
川 

洋

今
年
度
の
教
会
委
員
会
は
、
４
月
に
着
任
さ
れ

た
ビ
ジ
ュ
主
任
司
祭
の
も
と
発
足
し
ま
し
た
。
教

会
委
員
は
任
期
が
２
年
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

か
ら
の
継
続
５
名
、
新
任
４
名
、
協
力
委
員
２
名
の

計
11
名
で
す
。

昨
年
度
末
よ
り
教
会
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
大
き
く
受
け
、
２
月
26
日
の
枝
の
主
日
を

最
後
に
公
開
の
ミ
サ
、
各
種
行
事
が
中
止
と
な
り
、

教
会
内
の
各
会
活
動
も
行
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

６
月
に
よ
う
や
く
今
年
度
第
一
回
教
会
委
員
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
７
月
か
ら
は
参

加
人
数
を
制
限
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
を
十
分
に
と
っ
た
上
で
公
開
の
ミ
サ
を
再

開
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
の
吉
祥
寺
教
会
の
年
間
テ
ー
マ
は
「み
ん

な
で
助
け
合
お
う
」で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
い
つ
に
も
ま
し

て
お
互
い
の
役
割
を
理
解
し
て
考
え
を
分
か
ち
合

い
、
吉
祥
寺
教
会
共
同
体
と
し
て
助
け
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

教
会
委
員
一
同
、
信
徒
の
皆
様
、
司
祭
団
の
ご

指
導
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
務
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

２０２０

年
度
教
会
委
員
紹
介

    

主
任
司
祭 

ビ
ジ
ュ
・
キ
シ
ャ
ケ
ー
ル 

財
務
委
員
長 

武
藤 

純
義  

「
２
０
１
９
年
度
収
支
状
況
の
あ
ら
ま
し
と

２
０
２
０
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
」 

 

１
．
吉
祥
寺
教
会
の
財
政
は
「
信
徒
の
献
金

だ
け
で
は
教
会
の
宗
教
活
動
費
用
や
維

持
管
理
費
用
を
賄
え
な
い
」
赤
字
の
状
況

が
長
年
続
い
て
い
ま
す
。 

２
０
１
９
年
度
の
決
算
で
も
、
維
持
献
金
・

聖
堂
改
築
献
金
・
ミ
サ
献
金
・
祭
儀
献
金
収
入

の
合
計
金
額
４
５
０
０
万
円
に
対
し
て
、
宗
教

活
動
・
維
持
管
理
費
用
支
出
の
合
計
金
額
は

５
４
０
０
万
円
と
な
り
、
９
０
０
万
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。 

２
．
２
０
１
９
年
度
の
特
別
な
収
入
に
つ
い
て 

亡
く
な
ら
れ
た
信
徒
の
ご
遺
族
か
ら
「
母
の

生
前
の
意
思
で
す
」
と
１
０
０
０
万
円
の
遺
贈

献
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
献
金
は
聖
堂
改
築
資
金
と
し
て
別
建

て
の
債
券
を
購
入
し
、
永
く
お
名
前
が
残
る
よ

う
に
い
た
し
ま
し
た
。 

３
．
２
０
１
９
年
度
の
決
算
ま
と
め 

教
会
全
体
の
決
算
は
、
前
項
の
遺
贈
献
金
、

収
益
事
業
を
含
め
る
と
２
０
０
０
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
聖
堂
改
築
資
金
と
コ

ロ
ナ
対
応
予
備
費
に
充
て
ま
し
た
。 

４
．
２
０
２
０
年
度
の
予
算
に
つ
い
て 

今
年
度
の
教
会
財
政
は
、
計
画
と
現
実
の

差
が
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

今
年
４
月
～
７
月
の
献
金
の
総
額
は
、
昨
年
の

同
時
期
の
４
割
程
度
の
金
額
に
落
ち
込
ん
で

い
ま
す
。 

教
会
の
昨
年
度
の
決
算
と
今
年
度
の
予
算

の
概
要
、
献
金
収
入
の
現
状
に
つ
い
て
は
６
・

７
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
理
解
と
、

維
持
献
金
・
ミ
サ
献
金
の
増
額
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 「
教
会
の
財
務
課
題
に
つ
い
て
」 

 

１
．
教
会
は
信
徒
の
献
金
と
奉
仕
に
よ
り
維

持
さ
れ
ま
す
。 

10
年
前
と
比
較
す
る
と
、
信
徒
の
高
齢
化 

と
こ
こ
数
年
の
非
正
規
労
働
者
の
増
加
に
よ

る
若
年
層
の
世
帯
収
入
減
少
を
う
け
て
、
維

持
献
金
は
約
２０
％
、
ミ
サ
献
金
は
約
15
％
減

少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
教
会
の
活
動

費
や
施
設
の
維
持
管
理
費
用
を
賄
え
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

収
支
の
均
衡
を
保
つ
に
は
、
各
種
の
献
金
を

合
わ
せ
て
年
間
約
１
０
０
０
万
円
の
増
額
が

必
要
で
す
。
皆
様
に
も
ご
事
情
が
お
あ
り
で
し

ょ
う
が
、
お
一
人
お
一
人
に
現
在
の
献
金
を
２

割
増
額
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

２
．
建
替
資
金
の
充
実 

聖
堂
は
１
９
５
４
年
竣
工
、
築

66
年
、
信

徒
会
館
は
１
９
７
１
年
竣
工
、
築
49
年
と
建

物
が
老
朽
化
し
、
建
物
の
耐
震
強
度
に
も
問

題
が
あ
り
ま
す
。 

49
年
前
、
修
道
会
が
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
信
徒
の
負
担
な
く
、
信
徒
会

館
を
無
償
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

恩
恵
に
浴
し
て
き
ま
し
た
が
、
建
替
資
金
の
貯

蓄
は
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

修
道
会
本
部
か
ら
も
、
吉
祥
寺
教
会
の
資

産
を
有
効
活
用
し
て
、
建
替
資
金
の
充
実
を

図
る
よ
う
に
と
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
ミ
サ
献
金
、
維
持
献
金

 
 

財 
 

務 
 

報 
 

告 
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ヨ
ゼ
フ
会 

生
涯
、
聖
家
族
を
支
え
続
け
た
聖
ヨ
ゼ
フ
に

倣
い
、
自
己
啓
発
と
親
睦
を
目
的
と
す
る
男
性

信
徒
の
会
で
す
。
共
通
の
テ
ー
マ
で
の
勉
強
会
や

分
か
ち
合
い
を
も
ち
、
会
員
相
互
の
親
交
を
深

め
て
い
ま
す
。 

 

マ
リ
ア
会 

教
会
の
母
な
る
聖
マ
リ
ア
に
倣
い
、
指
導
司
祭

の
も
と
に
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
信
仰
の

向
上
を
図
り
、
教
会
の
奉
仕
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
す
る
女
性
の
会
で
す
。
会
員
は
10
の
地
区

会
の
い
ず
れ
か
に
所
属
、
月
一
回
の
地
区
集
会

は
継
続
信
仰
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。  

 

日
曜
学
校 

小
・
中
学
生
を
生
徒
、
高
・
大
学
生
と
社
会
人

を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
日
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
通
常
は
毎
日
曜
日
９
時
の
ミ
サ
に
あ
ず
か

り
、
子
供
た
ち
が
喜
ん
で
教
会
に
通
え
る
よ
う

に
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 青
年
会
・
若
葉 

18
歳
以
上
の
学
生
や
社
会
人
の
青
年
の
み
ん

な
で
作
る
楽
し
い
会
で
す
。
毎
月
第
２
土
曜
19

時
に
集
ま
り
、
奇
数
月
は
勉
強
会
を
、
偶
数
月

は
楽
し
い
交
流
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

新
規
参
加
者
、
ま
だ
洗
礼
を
受
け
て
い
な
い

方
の
参
加
も
大
歓
迎
、
海
外
か
ら
来
た
青
年
達

の
参
加
も
増
え
て
き
て
、
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

す
！ 

 

セ
ン
ト
メ
リ
ー
ス
カ
ウ
ト 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
武
蔵
野
第
一
団 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
東
京
都
第
18
団 

年
齢
に
合
わ
せ
た
活
動
を
通
し
て
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
経
験
し
、
学
び
、
技
術
を
身
に
着
け
て

い
ま
す
。
教
会
行
事
に
も
参
加
し
、
交
流
し
て
い

ま
す
。 

 
 

聖
歌
隊 

ミ
サ
の
時
に
聖
歌
を
男
女
混
声
四
部
で
歌
え

る
よ
う
練
習
し
て
い
ま
す
。 

  

サ
コ
ム
｟
海
外
宣
教
者
援
助
会
｠ 

海
外
の
宣
教
地
で
宣
教
活
動
を
し
て
い
る
神

言
会
司
祭
や
吉
祥
寺
教
会
出
身
の
修
道
者
た
ち

を
祈
り
と
バ
ザ
ー
収
益
で
援
助
し
て
い
ま
す
。 

 Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｋ 

(
Fi

ll
ip
in

e 
Ca

th
ol

ic
 

C
om
mu

ni
ty

 
O
f 

K
ic

hi
jo
ji

) 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
方
々
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
タ
ガ

ロ
グ
語
の
ミ
サ
を
捧
げ
、
互
い
に
交
流
を
持
ち
、

教
会
の
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 在
世
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会 

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
足
跡
を
た
ど
り
、
聖
人
に

倣
う
よ
う
福
音
を
生
活
の
中
で
実
践
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

レ
ジ
オ
マ
リ
エ 

イ
エ
ズ
ス
の
御
母
プ
レ
シ
デ
ィ
ウ
ム 

希
望
の
星
プ
レ
シ
デ
ィ
ウ
ム 

 
 

神
と
マ
リ
ア
様
へ
の
信
頼
と
従
順
の
精
神
で
、

教
会
や
地
域
社
会
へ
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
目
を

向
け
な
が
ら
関
わ
り
、
救
い
の
希
望
と
よ
ろ
こ

び
を
伝
え
て
ゆ
く
こ
と
を
目
的
に
、
祈
り
と
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

各 
 

会  

の 
 

紹  

介 

88シャローム　№496　（2020年秋）



当
教
会
設
立
時
よ
り
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

一
粒
会

司
祭
・
修
道
者
の
召
命
を
祈
り
と
献
金
で
援

助
す
る
会
で
す
。
信
徒
全
員
が
会
員
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ル
ツ
の
会 

教
会
行
事
の
祝
賀
会
、
歓
送
迎
会
の
料
理

作
り
を
し
て
い
る
奉
仕
の
会
で
す
。 

カ
ナ
の
会 

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
並
び
に
そ
の
縁
故
者
の
結

婚
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。 

｟ 

年
内
で
活
動
終
了
予
定

｠ 

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め

現
在
通
常
通
り
の
活
動
が
で
き
な
い
会
も

あ
り
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
語
グ
ル
ー
プ
活
動
終
了
に
よ
せ
て

西
谷

和
子

１
９
７
８
年
頃
二
人
の
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
を

出
た
方
が
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
教
え
た
い
と
呼
び
か

け
、
大
勢
の
方
が
幾
つ
か
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
ス

ペ
イ
ン
語
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

ス
ピ
ノ
ラ
会
の
シ
ス
タ
ー
と
後
に
ビ
タ
・
エ
ト
・

パ
ッ
ク
ス
の
方
、
ま
た
、
メ
キ
シ
コ
の
神
学
生
が
先

生
と
し
て
応
援
に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
頃

か
ら
ス
ペ
イ
ン
語
グ
ル
ー
プ
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、

「
み
ん
な
の
広
場
」
で
は
「
ス
ペ
イ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
持
っ
て
ス
ペ
イ
ン
菓
子
の
ポ
ロ
ボ

ロ
ー
ネ
や
パ
エ
リ
ヤ
、
サ
ン
グ
リ
ア
等
々
を
提
供

し
て
盛
況
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
ま
た

ス
ペ
イ
ン
観
光
協
会
か
ら
お
借
り
し
た
フ
ラ
メ
ン

コ
衣
装
で
舞
台
に
立
ち
、
華
や
い
だ
ひ
と
と
き
も

あ
り
ま
し
た
。 

四
十
数
年
の
活
動
の
中
、
ビ
タ
・
エ
ト
・
パ
ッ
ク

ス
の
方
達
も
ス
ペ
イ
ン
へ
帰
国
さ
れ
、
先
生
も
な

く
メ
ン
バ
ー
も
三
人
と
な
り
、
今
年
の
ご
復
活
祭

後
４
月
に
解
散
を
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
６
月
に
教
室
を
返
却

い
た
し
ま
し
た
。

長
い
間
、
ス
ペ
イ
ン
語
グ
ル
ー
プ
を
あ
た
た
か

く
見
守
っ
て
下
さ
り
、
頼
り
に
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
教
会
活
動
の
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

99 シャローム　№496　（2020年秋）



転
任
さ
れ
た
神
父
様
よ
り

長
浦
か
ら
こ
ん
に
ち
は

松
本

勝
男

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。

今
日
は
８
月
21
日
。
愛
知
県
知
多
市
の
長

浦
教
会
に
引
っ
越
し
て
四
カ
月
が
過
ぎ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
信
徒
数
２
７
０
余
名
の
小
さ
な

教
会
で
す
が
、
１
８
０
余
名
の
園
児
数
を
か
か

え
る
幼
稚
園
も
あ
る
の
で
、
吉
祥
寺
教
会
在
任

時
同
様
、
多
忙
か
つ
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
赴
任
し
て
か
ら
最
初
の

二
カ
月
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、
教

会
も
幼
稚
園
も
思
う
よ
う
に
活
動
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
、
万
全
の
感
染
対
策

の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
段
階
を
踏
ん
で
活
動
を
再
開

す
る
よ
う
に
な
り
、
信
者
さ
ん
や
園
児
た
ち
、

先
生
方
や
保
護
者
の
顔
と
名
前
も
だ
い
ぶ
覚
え

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

長
浦
教
会
も
長
浦
聖
母
幼
稚
園
も
マ
リ
ア
様

を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
教
会
前
の
広

場
に
は
、
マ
チ
ョ
シ
ェ
ク
神
父
様―

元
主
任
司

祭
・
元
園
長―

作
の
聖
母
像
が
、
聖
堂
内
に
は

舟
越
保
武
先
生―

長
崎
西
坂
の
二
六
聖
人
の

レ
リ
ー
フ
で
お
な
じ
み―

作
の
聖
母
像
が
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
信
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

園
児
た
ち
や
先
生
方
も
毎
日
熱
心
に
マ
リ
ア
様

へ
の
お
祈
り
を
唱
え
て
い
ま
す
。

思
え
ば
、
昨
春
亡
く
な
っ
た
私
の
母
も
秋
田

県
鹿
角
市
で
長
年
、
教
会
と
幼
稚
園
の
た
め
に

働
い
て
来
ま
し
た
。
母
も
マ
リ
ア
様
が
大
好
き

で
し
た
。
今
、
私
が
こ
こ
長
浦
で
主
任
司
祭
と

し
て
園
長
と
し
て
眺
め
て
い
る
景
色
は
、
か
つ
て

母
が
鹿
角
で
一
信
徒
と
し
て
幼
稚
園
教
諭
と
し

て
眺
め
て
い
た
景
色
と
重
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
な
と
い
う
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
、
幼
稚
園
の
現
場
で
園
児
た
ち
と

触
れ
合
う
際
に
は
、
「
こ
ん
な
時
、
母
だ
っ
た
ら

ど
う
接
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
高
校
時
代
に
入

信
し
て
司
祭
へ
の
道
を
志
し
た
頃
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
の
40
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

私
自
身
も
母
が
歩
ん
だ
信
仰
の
道
を
追
随
し
て

い
る
の
だ
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

司
祭
に
叙
階
さ
れ
て
24
年
間
長
崎
の
中
学

と
高
校
で
働
い
て
き
た
私
は
、
司
祭
生
活
25
年

目
に
し
て
初
め
て
小
教
区
で
の
仕
事
を
拝
命
、

そ
し
て
司
祭
生
活
30
年
目
の
今
年
、
初
め
て
幼

稚
園
で
の
仕
事
を
拝
命
し
ま
し
た
。
中
学
・
高

校
で
の
仕
事
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
だ
と
思
っ
て
い
た

私
が
、
こ
こ
数
年
、
秋
田
、
吉
祥
寺
、
長
浦
と
目

ま
ぐ
る
し
く
異
動
し
て
い
る
中
に
も
、
き
っ
と
神

様
の
は
か
ら
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
の

見
通
し
は
立
た
ず
、
先
が
読
め
な
い
状
況
で
す

が
、
神
様
に
す
べ
て
を
任
せ
、
自
分
に
与
え
ら
れ

た
務
め
を
誠
実
に
果
た
し
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

皆
様
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
。

｟
カ
ト
リ
ッ
ク
長
浦
教
会
主
任
司
祭
・
長
浦
聖
母

幼
稚
園
園
長
｠

成
し
遂
げ
ら
れ
た

ネ
ル
ソ
ン
・
バ
ル
バ
ロ
ナ

弟
子
た
ち
が
鍵
を
か
け
た
家
の
中
で
待
っ
て

い
た
と
き
、
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
は
歓
喜
し
な
が

ら
イ
エ
ス
の
復
活
を
告
げ
た
こ
ろ
、
ペ
ト
ロ
と
ヨ

ハ
ネ
は
す
ぐ
に
飛
び
出
し
て
急
い
で
墓
地
に
走

り
、
白
い
麻
布
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
人
事

事
項
、
転
勤
の
発
表
で
も
同
じ
で
す
。

つ
い
に
噂
が
現
実
に
な
り
ま
し
た
。
悲
し
ん
で

い
る
人
も
い
ま
す
が
、
多
く
は
喜
ん
で
い
ま
す
。

他
の
人
た
ち
は
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
人
々
は
単
に
新
し
い
任
務
の
割
り
当
て
を

理
解
し
、
幸
運
を
願
っ
て
い
ま
す
。

若
さ
マ
イ
ナ
ス
経
験
と
年
配
プ
ラ
ス
経
験
と

は
等
式
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
各
世

代
の
体
験
す
る
体
験
は
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
理
解
や
背
景
の
度
合
い
も
違
う
か
ら
で
す
。

若
い
世
代
は
、
変
化
に
適
応
す
る
力
を
持
ち
な

が
ら
も
同
時
に
過
去
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
多
く
の
こ
と
が
移

り
変
わ
る
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
理
解
す
る

べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
訪
れ
る
変
化
に
ど
う
向
き

合
う
か
は
、
そ
の
人
自
身
が
ど
れ
だ
け
開
か
れ

た
心
と
受
容
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
か
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。

脳
に
蓄
積
さ
れ
た
古
い
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
た
め

に
停
滞
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
古
い
パ
ソ
コ

ン
の
よ
う
に
、
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
な
い
と
止
ま

っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
機
能
が
遅
く
な
り
ま
す
。

慣
れ
る
ま
で
は
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
聞
く
心
を
持
つ
人
は
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
受
容
的
な
信
仰
が
伴
い
、
不
平
を
言
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
福
音
書
に
書
か
れ
て
い

る
よ
う
に
、
「
た
だ
で
受
け
た
の
だ
か
ら
、
た
だ

で
与
え
な
さ
い
。
」
｟
マ
タ
イ
10
章
８
節 

｠
と
い

う
姿
勢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

宣
教
師
と
し
て
の
新
し
い
旅
に
進
む
時
、
荒
れ

た
海
に
出
帆
中
に
お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の

方
々
に
心
の
底
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

様
々
な
困
難
や
試
練
に
直
面
し
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
ら
を
一
緒
に
克
服
し
ま
し
た
。

こ
の
小
教
区
で
奉
仕
す
る
よ
う
に
任
命
さ
れ

た
新
司
祭
と
し
て
私
が
経
験
し
た
こ
と
は
、
他

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
地
域
で
奉
仕
を
続
け
る
た
め
の

よ
り
良
い
ツ
ー
ル
に
な
る
で
し
ょ
う
。

誰
か
と
合
わ
な
か
っ
た
り
、
誤
解
さ
れ
た
り
し

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
小
教
区
を
成
長

さ
せ
、
皆
さ
ん
を
笑
顔
に
す
る
た
め
に
わ
ず
か

で
も
貢
献
で
き
た
な
ら
ば
幸
い
で
す
。

皆
さ
ん
の
親
の
よ
う
に
温
か
い
ケ
ア
、
サ
ポ
ー

ト
、
愛
に
感
謝
致
し
ま
す
。
神
様
の
お
恵
み
が

皆
さ
ん
に
豊
か
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

成
し
遂
げ
ら
れ
た
｟
ヨ
ハ
ネ
19
章
30
節
｠

｟
長
崎
・
西
町
教
会
助
任
司
祭
｠
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 ■ 売店と事務室の受付時間  (通常) ■  

 火, 水, 金, 土, 日  9 : 30〜16 : 30 

  ※  定休日 : 月, 木曜日, 祝日 

（受付時間は、変わる場合があります) 

■ ミサ時間案内 (通常) ■ 
主日 : 8:30 / 10:00 / 11:30  

  17:00 
＊第1 15:30 (英語) 

第3 15:30 (英語又はタガログ語) 
土曜 : 17:00 (主日のミサ） 

コ
ロ
ナ
対
策
奮
闘
記 

◆
緊
急
事
態
宣
言
下
、
信
徒
の
い
な
い
空
っ
ぽ
の
教
会
に
着

任
し
た
主
任
、
何
と
か
し
て
信
徒
と
つ
な
が
り
た
い
と
約
三

千
人
に
向
け
て
挨
拶
の
手
紙
を
送
る
こ
と
を
思
い
つ
き
、
司

祭
団
総
出
で
発
送
作
業
を
こ
な
し
ま
し
た
。 

◆
そ
の
後
、
教
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
で
き
る
だ
け
大
勢
に

早
く
確
実
に
届
け
る
た
め
、
一
斉
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
取
り

入
れ
る
こ
と
も
思
い
つ
き
、
シ
ス
テ
ム
を
使
え
る
方
、
使
え

ず
郵
送
希
望
の
方
の
リ
ス
ト
を
作
る
準
備
を
経
て
、
４
０
０

名
強
の
ミ
サ
出
席
希
望
者
を
主
日
５
回
の
ミ
サ
に
割
り
振
る

作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
１
回
の
定
員
は
８０
名
、
パ
ソ
コ
ン

は
あ
っ
て
も
使
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
な
く
、
「
適
当
に
お
願

い
！
」 
と
言
っ
た
ら
や
っ
て
く
れ
る
魔
法
の
杖
も
あ
り
ま

せ
ん
。
一
手
に
引
き
受
け
た
教
会
委
員
の
手
作
業
に
近
い
パ

ソ
コ
ン
作
業
で
し
た
。 

◆
メ
ー
ル
や
手
紙
が
届
か
な
い
等
、
様
々
な
問
い
合
わ
せ
を

受
け
た
事
務
室
、
元
締
め
主
任
も
フ
ル
稼
働
で
７
月
か
ら
の

ミ
サ
再
開
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。 

◆
９
月
の
今
、
高
齢
者
対
象
や
外
国
語
の
ミ
サ
、
日
曜
学

校
、
ス
カ
ウ
ト
、
マ
リ
ア
会
な
ど
の
集
ま
り
も
少
し
ず
つ
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
が
、
誰
で
も
自
由
に
ミ
サ
に
あ
ず
か
り
、

集
い
憩
え
る
教
会
の
姿
に
戻
る
ま
で
、
試
行
錯
誤
の
作
業
は

続
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
つ
つ
。 

◆
最
後
に
、
一
斉
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
が
ま
だ
の

方
、
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
下
さ
い
！！ 

 
 

｟
広
報 

Ｔ
｠ 

新型コロナウイルス感染予防のため、しばらくの間 

全ての講座はお休みです。 

再開する際は、ホームページ、ルアッハーなどで 

お知らせいたします。 


